
幌延町の資源を活かす新エネルギ

ー

|●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽幽●●幽●●●幽

　　一一一圖・一一一一�　

－
J･,･

バイオマスエネルギーってなに？

●バイオマスとは､食品や農作物の廃棄物､家畜のふん尿、

　木材など、生物由来の資源です｡昔から利用されている

　薪や炭も代表的なバイオマスエネルギーです。

●バイオマスは燃やすとCO2が発生しますが、このCO2

　は、もともと植物(バイオマス)が成長する時に吸収し

　たものなので、大気中のCO2は増加しません｡このこ

　とをカーボン・ニュートラルといいます。
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ができます。
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バイオガスプラント
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家畜のふん尿などから、メタンガスを
ー　　　－取り出し、利用することができます。

パイオガス

ー家畜ふん尿などの有機廃棄物をメタン発酵

　させると可燃性のバイオガスが発生します。

　このパイオガスを発電機やボイラーの燃料

　として利用することができます。

一家畜ふん尿を利用した場合、ガスを取ったあ

　との消化液は悪臭がほとんどなく､肥料とし

　て利用することができます。

■幌延町では・・・

　酪農が盛んな幌延E可では、約11.000頭の牛

　が飼育されており、毎日25｢rプール約１個

　分(約450トン)のふん尿が発生しています。

　そのため､バイオガスプラントは幌延町の資

　源を有効に活用できる新エネルギーの１つ

　です。

　例えば､250頭規模のバイオガスプラントを

　導入した場合､一般家庭約ﾜ0世帯分の電気

　と、灯油ﾜ3kL分(ドラム缶370本分)の勲

　が生産できます。
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バイオエタノール

こ農作戮や建築廃材から、ガソリンの代わりに

　なる燃料｢パイオエタノール｣が作れます。

ニアメリカやヨーロヽリパでは、ガソリンにバイ

　オエタノールを混合して利用することがー

　般的に行われており､日本でも取り組みが始

　まっています。

　ＢＤＦ(パイオディーゼル燃料)

－てんぷらなどに使った油から、軽油の代わり

　になる燃料｢ＢＤＦ｣が作れます。

－とても身近なものなので､みんなが取り組み

　やすい新エネルギーです。

■幌延司Iでは‥・

幄延町では､廃合強が分別されて回収されて

　いるので。既にBDFを製造しやすいｌ墳が

　整っています。

　町内からは年間5.10CLの廃食油が発生し

　ており。自動車３台分のBDFを製造するこ

　とができます。

　木材を一度粉砕し、固形化したものが木質ペ

　レヽソトです｡薪や木炭にとヒペて扱いやすいた

　め､ペレヽリトストープも徐々に普及しています。

■幌延町では‥・

　木質ペレヽソトは町内では生産していません

　が､道内の生産地から傭人することができる

　ため､幌延町でもペレ･リトストープを利用す

　ることができます。

いろいろなバイオマスエネルギー|
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